
東北地方におけるコンクリート構造物

設計･施工ガイドライン（案）の利用あたって

本ガイドライン(案）はコンクリート構造物の「建設に関する基本」、「要

求性能」、「設計」、「施工」など８章から構成されており、新規にコンクリー

ト構造物を構築する場合の”望ましいすがた”を示したものです。

その内容には「養生」、「施工方法」など現場担当者が実用書として活用可

能な内容の他、構造物の使用環境に応じたコンクリートの配合などの考え方

なども網羅されておりますが、東北地方整備局の現行基準類とは異なる内容

も含まれています。

このため本ガイドライン(案）の利用にあたっては図１．に示すとおり現

行基準類を補完するものであることに留意して使用願います。

図．１ 規格の階層におけるガイドラインの位置づけ
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